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別 表 第 三 を 削 る 。

( 赤 瀬 、 ダ ム 操 作 規 則 の 一 部 改 正 )

第 二 条 赤 瀬 、 ダ ム 操 作 規 則 ( 昭 和 五 十 四 年 石 川 県 規 則 第 九 号 ) の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

目 次 中 「 整 備 、 記 録 等 」 を 「 整 備 等 」 に 改 め る 。

第 十 六 条 第 四 号 中 「 第 一 口 す か ら 前 号 ま で 」 を 「 前 三 号 」 に 改 め る 。

第 二 十 二 条 第 十 一 号 中 「 第 三 十 二 条 の 規 定 に よ り ゲ l ト の 」 を 「 第 三 十 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 」 に 改 め る 。

第 二 十 四 条 第 二 号 中 「 、 第 十 号 、 第 十 一 号 又 は 第 十 二 号 」 を 「 又 は 第 十 号 か ら 第 十 二 口 す ま で 」 に 改 め る 。

第 二 十 五 条 中 「 別 表 第 ご を 「 別 表 」 に 改 め る 。

第 三 十 条 中 「 第 三 十 二 条 」 を 「 第 三 十 二 条 第 一 項 」 に 改 め る 。

第 七 章 の 章 名 中 「 整 備 、 記 録 等 」 を 「 整 備 等 」 に 改 め る 。

第 三 十 二 条 の 見 出 し 中 「 点 検 」 を 「 計 測 、 点 検 」 に 改 め 、 同 条 第 一 項 中 「 次 の 各 号 に 掲 げ る 」 を 「 ダ ム 本 体 、 貯

水 池 、 ダ ム に 係 る 」 に 改 め 、 「 保 つ た め 」 の 下 に 「 必 要 な 計 測 」 を 加 え 、 各 号 を 削 り 、 同 条 第 二 項 を 次 の よ う に 改

め る 。
所 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 計 測 、 点 検 及 び 整 備 を 行 う た め 、 点 検 整 備 基 準 を 定 め な け れ ば な ら な い 。

第 三 十 三 条 を 次 の よ う に 改 め る 。

( 観 測 )

第 三 十 三 条 所 長 は 、 ダ ム を 操 作 す る た め 必 要 な 気 象 及 び 水 象 の 観 測 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。

2 所 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 観 測 を 行 う た め 、 調 査 測 定 基 準 を 定 め な け れ ば な ら な い 。

第 三 十 五 条 を 次 の よ う に 改 め る 。

( 記 録 )

第 三 十 五 条 所 長 は 、 第 三 十 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 計 測 、 点 検 若 し く は 整 備 を 行 い 、

定 に よ る 観 測 を 行 っ た と き は 、 そ の 結 果 を 記 録 し て お か な け れ ば な ら な い 。

別 表 第 一 を 別 表 と し 、 別 表 第 二 を 削 る 。

( 小 屋 ダ ム 操 作 規 則 の 一 部 改 正 )

第 三 条 小 屋 ダ ム 操 作 規 則 ( 平 成 五 年 石 川 県 規 則 第 十 六 号 )

第 十 三 条 中 「 情 報 」 の 下 に 「 の 収 集 」 を 加 え る 。

第 十 七 条 第 一 項 第 一 号 を 次 の よ う に 改 め る 。

2
 

又 は 第 三 十 三 条 第 一 項 の 規

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。
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一 第 二 十 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 点 検 又 は 整 備 を 行 う た め 特 に 必 要 が あ る と き 。

第 二 十 三 条 中 「 、 別 に 定 め る と こ ろ に よ り 」 を 削 り 、 「 及 び ダ ム に 係 る 施 設 を 常 に 良 好 」 を 「 、 ダ ム に 係 る 施 設

等 を 常 に 良 好 な 状 態 」 に 改 め 、 同 条 に 次 の 一 一項 を 加 え る 。

2 所 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 計 測 、 点 検 及 び 整 備 を 行 う た め 、 点 検 整 備 基 準 を 定 め な け れ ば な ら な い 。

第 二 十 四 条 中 「 、 別 に 定 め る と こ ろ に よ り 」 を 削 り 、 同 条 に 次 の 一 一項 を 加 え る 。

2 所 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 観 測 を 行 う た め 、 調 査 測 定 基 準 を 定 め な け れ ば な ら な い 。

第 二 十 五 条 中 「 第 二 十 三 条 」 を 「 第 二 十 三 条 第 一 項 」 に 、 「 及 び 」 を 「 若 し く は 」 に 、 「 前 条 」 を 「 前 条 第 一 項 」

に 改 め る 。

( 八 ケ 川 ダ ム 操 作 規 則 の 一 部 改 正 )

第 四 条 八 ケ 川 ダ ム 操 作 規 則 ( 平 成 七 年 石 川 県 規 則 第 五 十 一 号 ) の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 十 七 条 第 一 項 第 一 号 を 次 の よ う に 改 め る 。

一 第 二 十 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 点 検 又 は 整 備 を 行 う た め 特 に 必 要 が あ る と き 。

第 二 十 二 条 中 「 、 別 に 定 め る と こ ろ に よ り 」 を 削 り 、 「 及 び ダ ム に 係 る 施 設 を 常 に 良 好 」 を 「 、 ダ ム に 係 る 施 設

等 を 常 に 良 好 な 状 態 」 に 改 め 、 同 条 に 次 の 一 一項 を 加 え る 。

2 所 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 計 測 、 点 検 及 び 整 備 を 行 う た め 、 点 検 整 備 基 準 を 定 め な け れ ば な ら な い 。

第 二 十 三 条 中 「 、 別 に 定 め る と こ ろ に よ り 」 を 削 り 、 同 条 に 次 の 一 一項 を 加 え る 。

2 所 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 観 測 を 行 う た め 、 調 査 測 定 基 準 を 定 め な け れ ば な ら な い 。

第 二 十 四 条 中 「 第 二 十 二 条 」 を 「 第 二 十 二 条 第 一 項 」 に 、 「 及 び 」 を 「 若 し く は 」 に 、 「 前 条 」 を 「 前 条 第 一 項 」

に 改 め る 。

( 我 谷 、 ダ ム 操 作 規 則 の 一 部 改 正 )

第 五 条 我 谷 ダ ム 操 作 規 則 ( 平 成 十 七 年 石 川 県 規 則 第 四 十 号 ) の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 十 八 条 第 二 項 中 「 訓 令 で 定 め る と こ ろ に よ り 基 準 」 を 「 点 検 整 備 基 準 」 に 改 め る 。

第 二 十 九 条 第 二 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

2 所 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 観 測 を 行 う た め 、 調 査 測 定 基 準 を 定 め な け れ ば な ら な い 。

( 九 谷 ダ ム 操 作 規 則 の 一 部 改 正 )

第 六 条 九 谷 ダ ム 操 作 規 則 ( 平 成 十 七 年 石 川 県 規 則 第 四 十 一 号 ) の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 十 七 条 第 二 項 中 「 訓 令 で 定 め る と こ ろ に よ り 基 準 」 を 「 点 検 整 備 基 準 」 に 改 め る 。

第 二 十 八 条 第 二 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

2 所 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 観 測 を 行 う た め 、 調 査 測 定 基 準 を 定 め な け れ ば な ら な い 。

( 北 河 内 ダ ム 操 作 規 則 の 一 部 改 正 )

第 七 条 北 河 内 、 ダ ム 操 作 規 則 ( 平 成 二 十 二 年 石 川 県 規 則 第 二 十 七 号 ) の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 十 六 条 第 一 項 第 一 号 を 次 の よ う に 改 め る 。

一 第 二 十 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 点 検 又 は 整 備 を 行 う た め 特 に 必 要 が あ る と き 。

第 二 十 二 条 第 一 項 中 「 良 好 」 を 「 良 好 な 状 態 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 訓 令 で 基 準 」 を 「 点 検 整 備 基 準 」 に 改 め

る 。
第 二 十 三 条 第 二 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

2 所 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 観 測 を 行 う た め 、 調 査 測 定 基 準 を 定 め な け れ ば な ら な い 。

( 辰 巳 ダ ム 操 作 規 則 の 一 部 改 正 )

第 八 条 辰 巳 ダ ム 操 作 規 則 ( 平 成 二 十 四 年 石 川 県 規 則 第 二 十 六 号 ) の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 十 三 条 第 一 項 中 「 課 長 」 を 「 犀 川 ダ ム 管 理 事 務 所 長 ( 以 下 「 所 長 」 と い う 。 ) 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 中

を 「 所 長 」 に 、 「 訓 令 で 定 め る と こ ろ に よ り 基 準 」 を 「 点 検 整 備 基 準 」 に 改 め る 。

第 十 四 条 第 一 項 中 「 課 長 」 を 「 所 長 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

2 所 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 観 測 を 行 う た め 、 調 査 測 定 基 準 を 定 め な け れ ば な ら な い 。

第 十 五 条 中 「 課 長 」 を 「 所 長 」 に 、 「 及 び 」 を 「 若 し く は 」 に 、 「 並 び に 」 を 「 又 は 」 に 改 め る 。

( 犀 川 ダ ム 操 作 規 則 の 一 部 改 正 )

第 九 条 犀 川 ダ ム 操 作 規 則 ( 平 成 二 十 四 年 石 川 県 規 則 第 二 十 七 日 す ) の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 三 十 一 条 第 二 項 中 「 訓 令 で 定 め る と こ ろ に よ り 基 準 」 を 「 点 検 整 備 基 準 」 に 改 め る 。

第 三 十 二 条 第 二 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

「 課 長 」
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司11

石川県訓令第 1号

A 
T1 

大日川ダム操作細則(昭和44年石川県訓令第 3号)の一部を次のように改正する。

平成27年 3月31日

農林水産部

土 木 部

石川土木総合事務所

大日川ダム管理事務所

石川県知事 谷 本 正 憲

第18条及び第19条を次のように改める。

(唾悠)

線十くぽ~ i韮III試~'、ペ翌判a~~継嗣J必要艦iit~ ム-{，s;:--~震 -\V 4主;l.!_黒?慢性ð~ I H一同1:\夫会l砲州;l.!_ムJ 1\\.( t< ~<(同区翌-\I\l!J戻

総-'i[[~ム-{，s;:--保有総 -\V 4二;l.!_l!K 4総i.t::脳性目差~~illヨモヰ式低下ノ êJë:ヰ斗C'翌腿:会保制__);l.!_ムJ 1\lJ~' â;~ {I!:!-Ql(d心リト0~ ム-{，s;:--醤世

C'判a~~~ !とやお士兵~~.CD;ヨニ。

線十干ミボ 歪鑑

別表第 1及び別表第 2を削る。

附則

この訓令は、平成27年4月1日から施行する。

石川県訓令第 2号

土木部

赤瀬ダム管理事務所

赤瀬ダム操作細則(昭和54年石川県訓令第 1号)の一部を次のように改正する。

平成27年 3月31日

石川県知事 谷 本 正 憲

第21条及び第22条を次のように改める。

(点検)

第21条 所長は、ダム地点に設置した地震計により観測された加速度が25ガルを超えたとき、又は金沢地方気象台に

より発表された気象庁震度階が小松市小馬出町で、4以上の地震が発生したときは、別に定めるところにより臨時の

点検を行わなければならない。

第22条削除

別表第 3及び別表第4を削る。

附則
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この訓令は、平成27年4月 1日から施行する。

石川県訓令第 3号

石川県奥能登土木総合事務所

小屋ダム操作細則(平成 5年石川県訓令第 3号)の一部を次のように改正する。

平成27年 3月31日

石川県知事 谷 本 正 憲

第20条及び第21条を次のように改める。

(点検)

第20条 所長は、ダム地点に設置した地震計により観測された加速度が25ガルを超えたとき、又は金沢地方気象台に

より発表された気象庁震度階が能登町松波若しくは柳田で4以上の地震が発生したときは、男IJに定めるところによ

り臨時の点検を行わなければならない。

第21条削除

第22条第 2号中「第20条」を「規則第23条第 1項」に改め、「点検」の次に I(第20条の規定による場合を含む。)J 

を加え、同条第3号中「前条」を「規則第24条第 1項」に改める。

別表第 3から別表第 5までを削る。

附則

この訓令は、平成27年4月 1日から施行する。

石川県訓令第4号

石川県奥能登土木総合事務所

八ヶ川ダム操作細則(平成7年石川県訓令第4号)の一部を次のように改正する。

平成27年 3月31日

石川県知事 谷 本 正 憲

第18条及び第19条を次のように改める。

(点検)

第18条 所長は、ダム地点に設置した地震計により観測された加速度が25ガルを超えたとき、又は金沢地方気象台に

より発表された気象庁震度階が輪島市門前町走出で4以上の地震が発生したときは、男IJに定めるところにより臨時

の点検を行わなければならない。

第四条削除

第20条第 2号中「第18条」を「規則第22条第 1項」に改め、「点検」の次に I(第18条の規定による場合を含む。)J 

を加え、同条第 3号中「前条」を「規則第23条第 1項」に改める。

別表第 3から別表第 5までを削る。

附則

この訓令は、平成27年4月 1日から施行する。

石川県訓令第 5号

土 木 寄E

我谷ダム操作細則(平成17年石川県訓令第13号)の一部を次のように改正する。

平成27年 3月31日

石川県知事 谷 本 正 憲

第16条中「第28条」を「第28条第 1項」に改める。

第21条の見出しを I(点検)Jに改め、同条第 1項を削り、同条第 2項中「山中」を 「加賀市山中温泉湯の出町」に

改め、同項を同条第 1項とする。

第22条を次のように改める。

第22条削除

第23条第2項中「第21条」を「規則第28条第 1項」に改め、「点検」の次に I(第21条に規定するものを含む。)Jを

加え、「第22条の規定により観測した」を 「規則第29条第 1項に規定する観測を行った」に改める。
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第24条第4号中「第21条第2項」を「第21条」に改める。

別表第 2雨量観測所の表及び水位及び流量観測所の表を削る。

附則

この訓令は、平成27年4月 1日から施行する。

石川県訓令第 6号

土 木 音日

九谷ダム操作細則(平成17年石川県訓令第14号)の一部を次のように改正する。

平成27年 3月31日

石川県知事 谷 本 正 憲

第12条中「第27条」を「第27条第 1項」に改める。

第15条の見出しを r(点検)Jに改め、同条第 1項を削り、同条第 2項中「山中」を「加賀市山中温泉湯の出町」に

改め、同項を同条第 1項とする。

第16条を次のように改める。

第16条削除

第17条第2項中「第15条」を「規則第27条第 1項」に改め、「点検」の次に r(第15条に規定するものを含む。)Jを

加え、「第16条の規定により観測した」を「規則第28条第 1項に規定する観測を行った」に改める。

第18条第4号中「第15条第 2項による」を「第15条に規定する」に改める。

別表第 2雨量観測所の表及び水位観測所の表を削る。

附則

この訓令は、平成27年4月 1日から施行する。

石川県訓令第 7号

土 木 部

石川県奥能登土木総合事務所

北河内ダム操作細則(平成22年石川県訓令第15号)の一部を次のように改正する。

平成27年 3月31日

石川県知事 谷 本 正 憲

第16条中「第22条」を「第22条第 1項」に改める。

第17条の見出しを r(点検)Jに改め、同条第 1項を削り、同条第 2項中「柳田」を「能登町柳田」に改め、同項を

同条第 1項とする。

第18条を次のように改める。

第18条削除

第19条第2号中「点検」の次に r(第17条の規定による場合を含む。)Jを加える。

第20条第 1項第4号を次のように改める。

(4) 第17条に規定する地震が発生したとき及び臨時の点検を行ったとき。

第20条第 1項に次の 1号を加える。

(6) その他必要と認めるとき。

第20条第 2項、別表第 2雨量観測所の表及び水位及び流量観測所の表並びに別表第 3を削る。

附則

この訓令は、平成27年4月 1日から施行する。

石川県訓令第8号

土 木 音日

辰巳ダム操作細則(平成24年石川県訓令第 7号)の一部を次のように改正する。

平成27年 3月31日

石川県知事 谷 本 正 憲

第 3条第 2項中「河川課長(以下「課長」という。)は」を「犀川ダム管理事務所長(以下「所長」という。)は、
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河川課長(以下「課長」としづ。)の指示に従しリに改める。

第11条第 1号中「第13条」を「第13条第 1項」に改める。

第12条の見出しを r(点検)Jに改め、同条第 1項を削り、同条第 2項中「課長」を「所長」に改め、同項を同条第

1項とする。

第13条を次のように改める。

第13条削除

第14条第 2項中「第12条」を「規則第13条第 1項」に改め、「点検」の次に i(第12条に規定するものを含む。)Jを

加え、「前条の規定により観測した」を「規則第14条第 1項に規定する観測を行った」に改める。

第15条中「課長」を「所長」に改め、同条第4号中「第12条第2項による」を「第12条に規定する」に改める。

第16条中「課長」を「所長」に改める。

附則

この訓令は、平成27年4月 1日から施行する。

石川県訓令第 9号

土 木 音日

犀川ダム操作細則(平成24年石川県訓令第 8号)の一部を次のように改正する。

平成27年 3月31日

石川県知事 谷 本 正 憲

第20条の見出しを r(点検)Jに改め、同条第 1項を削り、同条第 2項を同条第 1項とする。

第21条を次のように改める。

第21条削除

第22条第2項中「第20条」を「規則第31条第 1項」に改め、「点検」の次に i(第20条に規定するものを含む。)Jを

加え、「前条の規定により観測した」を「規則第32条第 1項に規定する観測を行った」に改める。

第23条第4号中「第20条第 2項による」を「第20条に規定する」に改める。

附則

この訓令は、平成27年4月 1日から施行する。

石川県訓令第10号

土 木 部

内川ダム操作細則(平成24年石川県訓令第 9号)の一部を次のように改正する。

平成27年 3月31日

石川県知事 谷 本 正 憲

第18条の見出しを r(点検)Jに改め、同条第 1項を削り、同条第 2項を同条第 1項とする。

第19条を次のように改める。

第四条削除

第20条第2項中「第18条」を「規則第27条第 1項」に改め、「点検」の次に i(第18条に規定するものを含む。)Jを

加え、「前条の規定により観測した」を「規則第28条第 1項に規定する観測を行った」に改める。

第21条第4号中「第18条第2項によるJを「第18条に規定する」に改める。

附則

この訓令は、平成27年4月 1日から施行する。

石川県訓令第11号

土 木 部

新内川ダム操作細則(平成24年石川県訓令第10号)の一部を次のように改正する。

平成27年 3月31日

石川県知事 谷 本 正 憲

第 8条の見出しを r(点検)Jに改め、同条第 1項を削り、同条第 2項を同条第 1項とする。

第 9条を次のように改める。
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第 9条削除

第10条第 2項中「第 8条」を「規則第17条第 1項」に改め、「点検」の次に r(第8条に規定するものを含む。)Jを

加え、「前条の規定により観測した」を「規則第18条第 1項に規定する観測を行った」に改める。

第11条第 3号中「第 8条第 2項による」を「第 8条に規定する」に改める。

附則

この訓令は、平成27年4月 1日から施行する。
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